
目的

地域住民が乳がんの

予防・早期発見ができ

いきいきした毎日を過ごす



目標
地域住民が

１．乳がんについて正しい知識を知る

２．自己検診の方法が分かる

３．自己検診が実施できる

４．乳がん検診の受診方法が分かる

５．乳がん検診を受診する

６．自己検診と乳がん検診の受診を継続する

７．乳がん予防の大切さを伝え、広める



内容と方法
ポピュレーション（乳幼児健診でのＰＲ等

管内住民に対して、広く！）

地域（担当地域の壮年期の女性に！）

情報提供（パネル・チラシ・ポスター・広報など）

啓発・周知活動（関係機関の集まる場、壮年
期の女性が集まる場を通して、健康教育）



＜掲示依頼場所＞

•駅周辺（南海本線堺駅・南
海高野線堺東駅）の美容院
２７か所
•スポーツクラブ（コスパ・
マックスポーツ）など４か所
•銭湯（祥福の湯など） ７件

含め
計 １３６か所 １５０枚

平成２２年１月末現在

自然に地域に出向
く回数が増加する

効果も

乳がんポスター



ポスター掲示

美容院へ



地域住民が集まる機会をとらえて健康教育

若い人に聞かせ
たいね

今日から
しよう



実施評価
区内啓発普及：情報コーナー 5箇所

ポスター掲示：136箇所 のぼり7箇所設置

学校での実施2校 3歳児健診での配布421人

健康教育 30回1352人

地区での普及啓発

自治連合会・育児サークル・校区ボランティア
等集まりで実施ができた

住民から感想が聞けた

体験者が見つかり語ってもらえた



結果評価
 実態調査アンケートから市民の意識がわかった。

乳がん検診受けたことが
ある55％ 受けれる年齢になった 検診のメニュにあった

ない43％ 異常がない 面倒

受けるための条件は 女性スタッフ ・費用が安いこと

近くで受けれること

自己検診を
していない49％ 面倒 忘れる やり方知らない

 教育前後で知識が上昇 口コミの普及したい90％

 地域の健康教育で体験者が見つかり、健康教育に協力して
もらえた Ｍ区では乳がん体験者自主グループができた

 受診率21年度17.4％へ上昇



企画評価
従来おこなってきた啓発場所だけでなく情報提

供の場も広がり、銭湯、美容院、スポーツジムな
どにポスター掲示、自己検診のチラシの配架など
を実施した。その為の啓発資料である媒体の工夫
も行った。

地域住民の健康課題として、全体（地区活動

と業務担当）で取り組み、地域住民が多く集ま
るさまざまな機会をとらえ健康教育を行うよう
にした。ターゲットは育児中～壮年期の女性。
生活の場に密着した場で実施。



ﾏｸﾞﾈｯﾄ

配架枚数 １６８０ 枚

自己チェック
日を記入でき
るようにした

お風呂で
貼れるよ
うに


